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OOD

化
に
は
た
し
た
過
程
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

第
五
章
明
治
時
代
で
は
、
日
本
人
の
目
を
引
い
た
、
治
療
椅
子
で
の

施
術
、
手
用
切
削
具
や
足
踏
エ
ン
ン
に
よ
る
歯
の
切
削
、
齪
歯
の
充
填

法
、
蒸
和
ゴ
ム
製
の
義
歯
、
笑
気
ガ
ス
に
よ
る
無
痛
抜
歯
な
ど
、
西
欧

歯
科
技
術
が
日
本
に
導
入
さ
れ
る
歴
史
の
記
述
が
あ
る
。

わ
が
国
で
は
医
師
の
養
成
は
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、

歯
科
で
は
公
的
の
養
成
機
関
す
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
歯
科
医
に

な
る
た
め
に
は
歯
科
医
の
所
で
書
生
を
し
た
り
、
私
塾
で
学
ん
だ
り
し

て
い
た
。
正
規
の
歯
科
医
の
養
成
機
関
は
、
明
治
二
二
年
に
設
立
の
高

山
歯
科
医
学
院
が
同
四
十
年
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
、
同
年
設
立

の
共
立
歯
科
医
学
校
は
、
同
四
二
年
、
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
な

り
、
こ
の
二
校
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。

当
時
の
両
校
の
治
療
風
景
が
、
米
国
の
学
校
の
写
真
と
と
も
に
載
っ

て
い
る
。

第
六
章
の
項
は
、
大
正
元
年
の
専
門
学
校
指
定
第
一
回
生
の
卒
業
か

ら
始
ま
り
、
翌
年
か
ら
女
子
の
歯
科
医
学
校
や
そ
の
他
数
々
の
歯
科
医

学
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
に
な
っ
て
、
同
三
年
の
官
制
の
歯
科
医
学
校
で
あ
る
高
等
歯
科

医
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
経
過
と
校
名
の
由
来
の
話
は
興
味
深
い
。

「
歯
科
医
療
行
為
は
、
内
科
系
な
ど
の
医
療
と
は
異
な
り
、
知
識
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
技
術
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
の
で
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
る
手
段
や
歯
科
材
料
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
」

と
歯
科
医
療
行
為
の
特
殊
性
を
と
り
あ
げ
、
歯
科
用
器
材
、
器
具
の
変

遷
と
そ
れ
に
と
も
な
う
歯
科
の
技
術
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
に
始
ま
る
口
腔
衛
生
の
普
及
運
動
や
学
校

歯
科
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
の
昭
和
後
期
で
は
、
医
療
制
度
の
変
遷
、
社
会
問
題
と
な
っ

た
差
額
徴
収
、
老
人
医
療
問
題
な
ど
、
最
近
の
話
題
も
と
り
あ
げ
て
い

つ
（
》
Ｏ

フ
ッ
素
物
導
入
を
め
ぐ
る
記
述
は
、
筆
者
の
独
壇
場
で
あ
り
貴
重
で
、

読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

本
書
は
、
単
な
る
歯
科
の
医
療
史
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
歯
科
医

業
の
将
来
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
新
藤
恵
久
）

『
日
本
精
神
病
治
療
史
』

医
学
史
研
究
の
な
か
で
も
精
神
医
学
史
、
と
り
わ
け
日
本
の
精
神
医

学
史
研
究
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
層
も
薄
く
、
ま
だ
ま
だ
未
開
拓
の
分

野
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
に
「
日
本
精
神
医
学
史
学

会
」
が
発
足
し
た
こ
と
も
一
つ
の
契
機
と
な
り
、
日
本
の
精
神
医
学
史

に
つ
い
て
も
意
欲
的
な
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
○
○
二
年
は
豊
作
の
年
で
、
四
月
に
八
木
・
田
辺
氏
に
よ
る
「
日
本

〔
医
歯
薬
出
版
、
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
一
’
七
’
十
、
電
話
○
三
’
五

三
九
五
’
七
六
○
○
、
平
成
十
四
年
一
月
、
Ｂ
五
判
、
二
○
○
頁
、
六

○
○
○
円
〕

八
木
剛
平
・
田
辺
英
著
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精
神
病
治
療
史
』
、
九
月
に
岡
田
靖
雄
氏
に
よ
る
「
日
本
精
神
科
医
療

史
」
と
い
う
二
冊
の
通
史
が
出
版
さ
れ
た
。

「
ま
え
が
き
」
で
、
八
本
書
の
関
心
の
ひ
と
つ
は
精
神
病
者
の
処
遇
と

医
療
の
「
現
場
」
に
あ
り
、
そ
の
た
め
昔
の
現
場
の
雰
囲
気
が
感
じ
と

れ
る
よ
う
な
逸
話
や
挿
話
に
多
く
の
頁
を
さ
い
た
、
い
ま
ひ
と
つ
は
日

本
の
精
神
医
療
を
特
徴
づ
け
る
治
療
思
想
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
Ｖ
と

著
者
は
記
し
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
意
図
が
十
二
分
に
伝
わ
る

活
き
い
き
と
し
た
叙
述
に
な
っ
て
お
り
、
読
み
物
と
し
て
も
一
気
に
読

ま
せ
る
面
白
さ
が
あ
る
。

第
一
部
の
「
古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
で
は
、
岩
倉
大
雲
寺
・
順

因
寺
・
浄
見
寺
な
ど
で
の
宗
教
的
治
療
や
民
間
療
法
に
つ
い
て
、
第
二

部
の
「
明
治
時
代
か
ら
昭
和
二
○
年
代
ま
で
」
で
も
神
社
や
寺
院
で
の

民
間
療
法
や
私
宅
監
置
、
保
養
所
や
収
容
所
で
の
患
者
の
処
遇
に
多
く

の
頁
が
さ
か
れ
て
い
る
。
精
神
医
療
の
歴
史
で
は
、
社
寺
や
民
間
療
法

が
は
た
し
た
役
割
は
重
要
で
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
人
び
と
の
精
神
病
者

へ
の
眼
差
し
や
態
度
が
見
え
て
く
る
。
著
者
ら
は
、
医
学
史
研
究
の
中

で
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
こ
の
分
野
に
光
を
あ
て
る
こ
と
で
、
「
昔
の
現

場
の
雰
囲
気
」
を
立
体
的
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
第
一
部
、
第
二
部
は
他
の
研
究
者
に
よ
る
著
書
や
論
文
か
ら
の
引

用
が
多
い
が
、
第
一
次
史
料
に
基
づ
く
独
自
の
知
見
や
見
解
も
述
べ
ら

れ
て
お
り
興
味
ぶ
か
い
。

評
者
と
し
て
は
、
第
三
部
の
「
昭
和
二
○
年
代
以
後
」
を
一
番
面
白

く
読
み
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
第
三
部
は
、
「
終
戦
直
後
の

患
者
た
ち
」
「
私
宅
監
置
か
ら
の
開
放
」
「
病
院
医
療
の
発
展
」
「
民
間
精

神
病
院
に
対
す
る
批
判
と
告
発
」
「
精
神
医
療
の
脱
入
院
化
」
の
各
章
か

ら
な
る
。
通
常
、
「
歴
史
書
」
で
は
歴
史
的
評
価
が
定
ま
ら
な
い
「
現
在
」

の
事
柄
は
避
け
て
書
く
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
で
は
「
二
○
世
紀
末
の

動
向
」
を
「
ゆ
る
や
か
な
脱
入
院
化
の
始
ま
り
」
と
位
置
づ
け
二
○
○

○
年
ま
で
記
述
し
て
い
る
。
第
三
部
が
も
っ
と
も
活
き
い
き
と
描
か
れ

臨
場
感
に
満
ち
て
い
る
の
は
、
著
者
（
八
木
）
自
身
が
体
験
し
た
「
生

き
た
歴
史
」
が
ふ
ん
だ
ん
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
だ
と
思
う
。
ラ

イ
ブ
の
「
語
り
」
の
よ
う
な
同
時
代
史
的
な
記
述
か
ら
、
八
木
自
身
の

精
神
医
療
へ
の
情
熱
と
治
療
哲
学
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

精
神
医
療
に
と
っ
て
も
、
昭
和
は
激
動
の
時
代
だ
っ
た
。
戦
前
を
知

る
生
き
証
人
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
昭
和
の
生
き
証
人
に
よ
る
歴
史
記

述
を
今
の
う
ち
残
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
。
本
書
に
刺
激
さ

れ
、
精
神
医
療
の
生
き
ら
れ
た
昭
和
史
が
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
よ
り

書
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
終
章
」
で
は
、
八
木
が
提
唱
す
る
自
然
治
癒
力
を
重
視
し
た
「
ネ
オ

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
イ
ズ
ム
論
」
が
説
か
れ
、
過
去
か
ら
現
在
、
さ
ら
に
未
来

へ
と
続
く
ひ
と
つ
の
物
語
が
終
わ
っ
て
い
る
。

精
神
科
医
が
精
神
医
療
の
歴
史
を
書
く
こ
と
は
、
長
い
あ
い
だ
「
老

後
の
道
楽
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
医
学
史
に
た
い
す
る
多
く

の
医
師
の
平
均
的
な
見
方
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
は
、
過
去

を
知
る
こ
と
が
現
在
の
、
さ
ら
に
は
未
来
の
精
神
医
療
の
役
割
や
あ
る

べ
き
姿
を
深
く
考
え
る
一
つ
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
歴
史
家
で

も
な
い
精
神
科
医
が
精
神
医
療
の
歴
史
を
物
語
る
こ
と
の
意
味
だ
と
い

う
こ
と
を
明
快
に
教
え
て
く
れ
る
。



日本医史学雑誌第49巻第3号(2003)567

『
華
岡
青
洲
の
新
研
究
』

華
岡
青
洲
の
研
究
に
お
け
る
本
邦
の
第
一
人
者
で
あ
る
松
木
明
知
氏

が
こ
の
た
び
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
華
岡
青
洲
の
新
研

究
」
を
限
定
出
版
さ
れ
た
。
華
岡
青
洲
は
日
本
の
外
科
学
の
祖
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
麻
酔
科
学
の
祖
で
も
あ
る
。
著
者
は
弘
前
大
学
医
学
部
麻

酔
科
学
教
室
の
教
授
を
な
が
ら
く
務
め
て
お
ら
れ
、
華
岡
胄
洲
を
論
じ

る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
医
史
学
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
十
五
年
に

〔
金
原
出
版
、
東
京
都
文
京
区
湯
島
二
’
三
一
’
一
四
、
電
話
○
三
’
三

八
二
’
七
一
八
四
、
二
○
○
二
年
四
月
二
○
日
、
Ａ
五
判
、
二
二
四

頁
、
定
価
四
五
○
○
円
〕

本
書
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
上
質
な
通
史
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
あ

え
て
注
文
を
い
え
ば
、
「
日
本
の
精
神
医
療
を
特
徴
づ
け
る
治
療
思
想
」

が
本
書
の
関
心
の
ひ
と
つ
だ
と
す
れ
ば
、
㈲
諸
外
国
と
比
較
し
て
の
日

本
の
治
療
思
想
の
特
徴
と
、
口
（
精
神
医
学
界
内
だ
け
の
思
想
の
流
れ

で
は
な
く
）
他
の
医
学
分
野
や
社
会
文
化
的
な
時
代
背
景
と
精
神
科
治

療
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
い
論
及
が
あ
っ
て
も
よ

か
っ
た
と
思
う
。
個
人
的
に
は
、
第
三
部
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
精

神
医
療
の
戦
後
史
」
が
著
者
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
る
日
を
待
ち
こ
が
れ

て
い
る
。

（
昼
田
源
四
郎
）

松
木
明
知
著

お
よ
び
華
岡
青
洲
の
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
胄
洲
が
全
身
麻
酔
下

乳
癌
摘
出
術
を
行
っ
た
の
は
定
説
よ
り
も
一
年
前
の
文
化
元
年
（
一
八

○
四
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
も
著
者
で
あ
る
。
こ
の

仕
事
の
以
降
も
精
力
的
に
華
岡
青
洲
の
研
究
を
な
さ
れ
、
日
本
医
史
学

雑
誌
を
中
心
に
そ
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
き
た
。
今
般
上
梓
さ
れ
た

『
華
岡
青
洲
の
新
研
究
」
は
、
著
者
の
最
近
の
仕
事
の
集
大
成
で
も
あ

る
。

著
者
が
華
岡
青
洲
の
研
究
発
表
を
す
る
ま
で
は
呉
秀
三
、
宗
田

一
の
二
氏
が
研
究
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
特
に
呉
秀
三
氏
の
研
究

は
、
一
九
二
三
年
の
大
著
『
華
岡
冑
洲
先
生
及
其
外
科
」
に
集
大
成
さ

れ
て
お
り
、
青
洲
に
関
す
る
臨
床
、
学
統
、
系
譜
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に

及
ん
で
い
る
。
発
表
以
来
、
約
八
十
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
青
洲
研

究
者
が
座
右
に
お
く
べ
き
最
も
価
値
の
高
い
書
物
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

ら
な
い
。

著
者
は
、
呉
秀
三
氏
が
そ
の
著
書
の
中
で
華
岡
青
洲
自
筆
と
し
た

唯
一
の
書
物
で
あ
る
「
乳
巖
治
験
録
」
が
、
胄
洲
自
筆
の
記
録
で
な
い

こ
と
を
明
解
に
論
証
し
、
呉
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
る
。
呉
の
著
書
の

誤
り
や
多
く
の
未
解
決
の
問
題
を
指
摘
し
た
の
も
著
者
が
最
初
の
研
究

者
で
あ
る
。
こ
の
論
考
を
読
め
ば
、
誰
し
も
著
者
の
意
見
に
賛
同
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
著
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
感
嘆
す

る
。
乳
巖
姓
名
録
に
記
載
さ
れ
た
一
五
五
名
の
患
者
の
う
ち
、
三
十
三

名
の
没
年
月
日
を
実
地
調
査
で
特
定
し
て
い
る
。
こ
の
事
も
、
呉
氏
以

後
の
医
史
学
者
が
誰
し
も
成
し
得
な
か
っ
た
偉
大
な
業
績
で
あ
る
。
こ


